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02南アルプス山岳写真館 設計趣旨
3年次デザイン研修

椹島ロッジは南アルプスに登る人々のベースキャンプ地です。
これから山に登ろうとする人が
人とのつながりを感じられる場所。

厳しい自然に挑む前に
また、帰ってきたときに
人が集まりほっと一息つけるような場所。

誰でも立ち寄れる、大きな木の下のような空間を提案します。

設計趣旨

＃大きな木の下



02南アルプス山岳写真館 敷地分析　S=1/1000
3年次デザイン研修

既存のふれあいセンターの機能を補完する写真館を提案します。

既存のふれあいセンターがロッジの出入り口近くにあり

出発、到着後すぐにアクセスできるのに対し、

本計画地は椹島ロッジの最も奥に位置しており、

長時間の情報収集や、講習、自己啓蒙に適していると言えます。
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大勢で集まる場所では高い天井。

それぞれのスペースの前の棚には
自由に閲覧できる書籍や道具などが並べられます。
ここに施主支給の木材（ヒノキ）を使います。

木でいう幹の役割を
機能的にも構造的にもはたします。

展示室が中心部に位置。

▽

▽

展示室を囲んだ周りの空間が木でいう木陰の空間です。
登山者が自由に入ったりでたりすることができ、
登山マナーの学習、登山情報発信交流、自然啓蒙などを
行うことができます。
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02南アルプス山岳写真館 平面図・断面図　Ｓ＝1/200
3年次デザイン研修

写真館が中心となった
情報の集まった木（建築）にみんなが集まってくる。

これから登る人
帰ってきた人
山であったことを誰かに話したい人
人に会いたいとき、この大きな木の下に集まってくる。



登山マナー学習

登山情報発信

自然啓蒙

休憩スペース

ロッカー、ＷＣ

展示室

展示室を中心に登山者に必要な情報を持った壁（棚）がぐるりと一周しており、一筆書きのように１周すればすべての情報に触れることができます。 中のような外のような誰でも立ち寄れる、大きな木のしたのような場所です。

02南アルプス山岳写真館 パース
3年次デザイン研修



02南アルプス山岳写真館 パース
3年次デザイン研修


